
ガーディアンブロック工業会
【事務局：四万十コンクリート株式会社内】

① 会社紹介













②どこで活用する技術か

ガーディアンⅠの特徴

等厚の現場打ちコンクリート擁壁に対応した前面と背面のコンクリートパネルを、アン
グルと帯鉄筋で繋ぐ構造の自立タイプの組立式大型ブロック。

製品名は、地域・人・工事を安全に、全ての意味で見守ってくれるように「ガーディアン
（守り神）」と名付けました。



ガーディアンⅠ 基本断面図







金具の付け替えでだけで
形状の変更が出来る

ガーディアンブロックの場合











従来の大型ブロックの場合



従来の大型ブロックの場合



前面パネル型枠 背面パネル型枠

型枠は前面、背面の2型のみで各控幅に対応できる

ガーディアンブロックの場合





*ガーディアン製品の種類 面模様

擬石面模様 梨 地 自然石張



ガーディアンⅡガイドピン接合

ガーディアンⅠは突起の噛み合わせによるブロック同士の接合であったのに対し、ガーディ
アンⅡはガイドピン接合を採用しました。
接合作業がさらに効率的に、より正確に行えるようになりました。

ガーディアンⅡの特徴

◆ ガーディアンⅠに更に改良を加えた、新しいタイプの組立式大型ブロックの工法

ガーディアンⅠ 突起による接合





現場打不等厚擁壁にガーディアンブロックの適用



現 場 写 真 搬 入 例



ブロック据え付けの状況 ①



ブロック据え付けの状況 ②





ガーディアンⅡ 断面図

裏貫通５分



背面貫通型製造型枠 完 成 品



背面貫通型を使用した施工例



施 工 中 完 成





谷 止 工［堰堤］（図面）



谷止工［堰堤］現場写真 ①



谷止工［堰堤］現場写真 ②



建設業界で最も大きな課題となっているのが人材不足。厚生労働省のデータでは、2000年から2010年の10年間で
土木作業者や建設技術者は40％減少。
週休二日制等の導入により労働時間が短くなり、高年齢層化も進んでいる。2025年までに大量離職時代となり、100
万人規模の離職が確実と言われております。

昨今、大規模工事や再開発の建設から、バブル期に建設された建物などのメンテナンスや修繕工事が多く見込ま
れること、マンパワーだけでは補えない時代に突入すると言われ、国土交通省が推進している「i－Construction」に
対応するためにも、施工の迅速化、省力化、作業者の安全面の確保、効率的でより軽量なプレキャストコンクリート
製品の積極的使用など、生産性の向上が急務となっているため。

何故この技術が必要なのか



開発の経緯

・擁壁工事などに使用するコンクリートブロックは、「一塊（ひとかたまり）」。現場の条件によって計算された寸法に合う様に、まず
型枠を製作しなければならなかった。
・強度を持たせるには一定の養生期間が必要であった。
・生産性を上げるには、1型枠100万～200万円と高価な型枠が幾つも必要であった。
・施工現場から岩が出て控え寸法の変更を迫られることがあった場合、再度一から作り直しとなる事が何度かあった。

・在庫品として残る場合、条件の合う工事がなければそのまま長期間の在庫となり、製品表面などが風化により変色して売れなく
なる。
・在庫数が多ければ多いほど広大な製品置場が必要であった。

この問題を解消するために、約10年前に、①コンクリートブロック同士の結合力、耐震性の向上等を目的として、鉄筋の配置を行

うことで効果が認められること。②従来の大型積みブロックと違って、控え幅や法勾配の変更が自在にできること。③より軽量で
あること。④最小の型枠数で製造ができること。などを考慮して、各分野の専門家の方々の力も借りながら構想、開発しました。



従来の大型ブロックの長期保管した場合の状態



従来の大型ブロックの保管例



ガーディアンブロックの改良点①

鉄筋を配置することでブロック同士の結合力、耐震性の向上



金具の付け替えでだけで控え幅など
形状の変更が出来る

ガーディアンブロックの改良点②



【擬石控長 1000 】
1665×1000×1000 1,040Kg

【 擬石控長 2100 】
1665×1000×2100 1,066Kg

桁を鋼材に変える事で軽量化の実現、控えの長さが変わっても重量はほぼ同じ
（連結金具の重量の違いだけ）

ガーディアンブロックの改良点③



前面パネル型枠 背面パネル型枠

型枠は前面、背面の2型のみで各控幅に対応できる

ガーディアンブロックの改良点④





等厚式の場合の

⑤ 施工手順





















完成現場写真 ①

⑥施工実績



完成現場写真 ②



⑦ 特許・技術証明等





展示会出展状況



技術講習会・意見交換会



ガーディアンブロック工法で

日本のコンクリート擁壁を

変えよう！

ガーディアンブロック工業会

【事務局 ： 四万十コンクリート株式会社内】

所 在 地 ： 高知県高岡郡四万十町床鍋812番地2
電話番号 ： 0880-22-8577
ＦＡＸ番号 ： 0880-22-8570
Ｅ-ｍａｉｌ ： ｇｕａｒｄｉａｎ＠ｓｈｉｍａｎｔｏ.ｔｖ
担 当 者 ： 事務局 高橋 宏樹
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